
地方創生関連の交付金活用事業の状況

① ② ③ ⑤ ⑥

事業費 交付金 指標値 単位 目標年月 実績値 事業効果
今後の
方針

今後の方針の理由

指標① 整備した運搬用車両の数 1 台 1

指標② 農業生産法人やまくにの平成27年度売上高 2,380 万円 2,400

指標③ 新規農業従事者数（雇用者及び自営） 7 人/年 7

指標④

指標⑤

指標① 農業生産法人における雇用者数 3 人 平成28年3月 3

指標② 農業生産法人における収益 10 ％増 平成28年3月 19.5

指標③

指標④

指標⑤

指標① カキ生産量 20 万個 平成28年3月 10

指標② 資源管理型漁業者の所得 2 ％増 平成28年3月 37

指標③

指標④

指標⑤

指標① 集出荷及び配送用車両の導入 1 台 平成28年3月 1

指標② 本事業による集出荷農作物のH27年度中売上額 3,000 千円 平成28年3月 3,924

指標③

指標④

指標⑤

指標① ３Dものづくりセンター利用者数 20 ％増 平成28年3月 6

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 観光客数（温泉利用者含） 10 ％増 平成28年3月 -7

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 観光客数（温泉利用者含） 10 ％増 平成28年3月 -7

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 映画撮影誘致件数 1 件 平成28年3月 1

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 移住世帯数 8 世帯 平成28年3月 1

指標②

指標③

指標④

指標⑤

農業生産法人の生産体制を強化するた
めに、引き続き雇用の拡充と農業用機
械等の整備に対して支援する。

非常に効果
的であった

効果があっ
た

効果があっ
た

効果があっ
た

商工振興課

観光推進課

担当課

水産振興課

秘書広報課

総合戦略での
位置付け

１-（１）-①

１-（１）-①

１-（３）-②

１-（１）-④
１-（３）-①

２-（１）-①

３-（１）-②

３-（１）-②

３-（１）-②

先行型(上乗せ）

本事業終了後における
実績値

実績値を踏まえた事業の今後について

指標

地場中小企業の先端技術分野への参入を
促すため、３次元機器（３Ｄプリンターなど）
等の利用促進や市民にものづくりの意識
の高揚を促すことを目的として、協議会が
３次元機器等を配置した３Ｄものづくりセン
ターにおいて行う利用促進や普及啓発等
の活動に要する経費を補助する。

３Ｄものづくりセンターの利用促進による
３次元造形技術の普及啓発のほか、企
業向けの３Ｄソフト体験講習や３Ｄ事業
創設への支援などを実施する。

継続

中山間地域農業の担い手である農業公社
やまくに及び農業生産法人やまくににおい
て、農作業の効率化を図るため、農作業用
機械の運搬用車両を整備する。これに係る
経費について、市が農業公社に対して補助
する。

市からの補助による車両の導入はH27
年度に完了。今後は、事業実施主体に
おいて農作物の集出荷事業を継続。

漁業従事者の所得アップにつながって
おり、今後も生産を拡大し自立を目指す
計画としている。

継続

おんせん県おおいたデスティネーション
キャンペーンにあわせて、西谷温泉（本耶
馬渓）の施設改修、深耶馬渓公共駐車場
（耶馬溪）のトイレ改修を行う。

おんせん県おおいたデスティネーション
キャンペーンにあわせて、県外向けのテレ
ビCM、スタンプラリーの実施等により中津
市への誘客を促進する。

空き家バンクを通じて成約に至った物件の
①改修および片付け費用の補助（補助率2
分の1、上限50万円）②中津ケーブルネット
ワーク加入補助（補助率2分の1、上限3万
円）③不動産仲介手数料補助（実費、上限
5万円）により、移住を支援・促進する。

３-（２）-①
効果があっ
た

⑦ ⑧ ⑨

交付対象事業の名称
交付金の種類

（※）

本事業における重要業績評価指標（KPI）

中山間地域農業再編事業
　・機能拡充補助金
　・生産環境整備事業補助金（農機具等整
備）

先行型（基礎） 17,47625,099

中山間地域農業の担い手である農業公社
やまくに及び農業生産法人やまくににおい
て、農作業の効率化を図るための農作業
用機械の整備や、人員体制の強化を図
る。これに係る経費について、市が農業公
社に対して補助する。

継続
非常に効果
的であった

農政振興課

非常に効果
的であった

観光推進課

地域振興・広聴
課

継続

継続

5,0005,000

小規模農家や高齢者の農家が道の駅など
販売施設へ農作物を出荷する機会を創出
するため、大分県農業協同組合において
集出荷のための車両や集荷用コンテナを
整備する。この経費に対して市が補助す
る。

カキ養殖振興事業 先行型(上乗せ） 9,00011,090

農政振興課 継続

継続
効果があっ
た

資源管理型漁業を推進し漁業所得を向上
させるため、中津干潟でのオーストラリア
方式によるカキ養殖漁場の規模拡大とブラ
ンド化・販売促進経費について、市が漁協
に対して補助する。

非常に効果
的であった

フィルムコミッション推進事業 先行型（基礎） 7,516

29,362

22,541 22,524

8,476

本交付金事業において支援する空き家
改修費用に対する補助のほか、移住相
談窓口の設置や地域移住サポーターな
どによる移住支援を展開する。

2,356 2,258

継続
H26年はNHK大河ドラマ「軍師官兵衛」放
映に伴い観光客数が急増したことで、
H27年においては対前年で減少となった
が、対前々年（H25年）比では11％増と
平年を上回る効果が見られた。
東九州自動車道の開通、日本新三景
「耶馬渓」選定100周年などを契機とし
て、観光誘客に引き続き取り組む。

事業概要
No

1

2

4

3

5

中山間地域農業再編事業
　・生産環境整備事業補助金（運搬車両整
備）

農政振興課 地域再生戦略 3,31512,391

④

実績額　(千円)

「おんせん県おおいた」推進事業(② H27予算分) 先行型（基礎）

３次元造形技術活用事業 先行型(上乗せ）

先行型（基礎）

8

「おんせん県おおいた」推進事業(① H26補正分) 先行型（基礎） 21,60090,064

9 移住者居住支援事業

農作物集出荷支援事業

6

7

中津市ロケツーリズム推進協議会を設立
し、中津市をロケ地とした映画撮影の誘
致、ロケ現場の調整や撮影のサポートなど
を行うとともに、ロケ地としての中津市のPR
を行う。この協議会運営経費について市が
補助する。

9,416 継続

映画「サブイボマスク」の受入では、市内
各団体や高校生・短大生、行政が一体と
なり、地域活性化のきっかけづくりができ
た。
また、ロケ地先行舞台挨拶付上映会で
は、地元商店街を中心としたイベントと
同時開催し、市内外から延べ約4,500人
が訪れるなど、ロケ地としてのにぎわい
を見せた。
今後も、地域が一体となった取り組みや
ロケツーリズムにより、地域の活力創出
を進める必要がある。

※交付金の種類で示す区分は以下のとおり。
地域再生戦略　 ・・・地域再生戦略交付金。地域再生法に基づく支援措置。
先行型（基礎）　 ・・・地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）。Ｈ26年度国の補正予算による財政措置。人口等に応じた基礎交付分。
先行型（上乗せ）・・・地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）。Ｈ26年度国の補正予算による財政措置。先駆的事業への上乗せ交付分。 1
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事業費 交付金 指標値 単位 目標年月 実績値 事業効果
今後の
方針

今後の方針の理由

担当課
総合戦略での

位置付け

本事業終了後における
実績値

実績値を踏まえた事業の今後について

指標

⑦ ⑧ ⑨

交付対象事業の名称
交付金の種類

（※）

本事業における重要業績評価指標（KPI）

事業概要
No

④

実績額　(千円)

指標① 対象世帯の子育て支援サービス制度周知度 63.6 ％ 平成28年3月 58.2

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 小型バス車両の導入 1 台 平成28年3月 1

指標② 車両導入路線におけるバス利用者数(H28年度) 1,800 人 平成29年3月（H28年度終了後）

指標③

指標④

指標⑤

指標① 実証実験による報告書 1 式 1

指標② 地域拠点施設運営開始後の利用者数 2.8 万人/年 社会福祉センター運営開始後

指標③ 小さな拠点地域内の移住者数 12 人/年 10

指標④

指標⑤

指標① 地域拠点施設基礎工事等 1 件 1

指標② 小さな拠点地域内の移住者数 12 人/年 10

指標③ 地域拠点施設運営開始後の利用者数 2.8 万人/年 社会福祉センター運営開始後

指標④

指標⑤

指標①

指標②

指標③

指標④

指標⑤

相当程度効
果があった

総合政策課

子育て支援課 ４-（２）-②

５-（１）-①

-

H28.4.1以降の出生児に対してのみ、新
規発行を継続する。
H27年度に交付した分については、引き
続き利用することができる。

継続

継続

H27年度の店舗利用者実績は延べ
19,833人（1日平均79人）で、Ｈ28.6月か
らは店舗を拡張し店内に休憩スペース
なども設けた。今後も事業を継続してい
くことで、買い物だけでなく交流の場とし
ての機能も付加し、周辺施設と合わせて
地域コミュニティの拠点エリアを形成して
いく。

5,140
予定通り
事業終

了

H27年10月に総合戦略策定済み。今後、
検証と必要に応じた見直しを行う。

交付金を活用し造成工事を完了した。平
成28年9月までに建物の実施設計を完
了し12月から建設工事着工予定。平成
29年度中の運営開始を目指す。運営開
始後は、周辺施設と合わせて地域コミュ
ニティの拠点エリアを形成していく。

継続

総合戦略および人口ビジョン策定のため、
人口動向分析及び人口変化影響分析等な
どを行う。

子育て家庭の精神的・身体的・経済的負担
の軽減を図るとともに地域における各種子
育てサービス等の利用促進を図るため、子
育て世帯にサービスを利用できるクーポン
券を配布する。

地域振興・広聴
課

93

コミュニティバス運行事業 先行型(上乗せ） 5,000 継続
車両の導入はH27年度に完了。今後は、
車両を活用した中山間部での運行事業
を継続

13,665

民間の路線バスが撤退している山間部の
小規模集落などにおいて運行しているコ
ミュニティバスについて、運行の対象とする
集落の利用者数や山間部での運行経路が
狭小であることなどの実情から、比較的小
型のバス車両を導入し地域の実情に沿っ
た運行体制を確立する。

7,004

買い物施設運営調査事業
地域振興・広聴
課

地域再生戦略
効果があっ
た

小さな拠点（山国社会福祉センター）整備事業介護長寿課 地域再生戦略 10,549

山国地域の支所周辺を、買い物施設「みん
なのお店」などとあわせて地域の拠点エリ
アとして位置付け、この中に幅広い住民が
集い交流できる場として社会福祉センター
を整備する。

21,098

５-（１）-①

５-（１）-①

5,000

民間のスーパーが撤退した山国地域にお
いて、コアやまくにの空きスペースを活用し
た食料品、生活必需品等を販売する店舗
を開設する。運営は中津市が一般財団法
人コアやまくにへ委託して実施する。

効果があっ
た

11

12

13

14

1,361

地方総合戦略策定事業 先行型（基礎） 4,806

子育てほっとクーポン活用事業10 先行型（基礎）

※交付金の種類で示す区分は以下のとおり。
地域再生戦略　 ・・・地域再生戦略交付金。地域再生法に基づく支援措置。
先行型（基礎）　 ・・・地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）。Ｈ26年度国の補正予算による財政措置。人口等に応じた基礎交付分。
先行型（上乗せ）・・・地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）。Ｈ26年度国の補正予算による財政措置。先駆的事業への上乗せ交付分。 2


